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ブログ「今日のたけまさ」日々更新中！ 

たけまさ公一公式ホームページへお越しください 

http://www.takemasa.org 

皆様のご意見・ご要望をお待ちしています 

voice@takemasa.org 
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おかげさまで衆議院議員在職 10 年！ 
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民主党代表選挙に臨んで 
民主党代表選が 9月 1日にスタートし、14日まで行われます。2年間の

代表任期満了を受けてのものです。 

その中で、野田佳彦財務大臣を中心とする神奈川県小田原市内での研修

会に、私や、蓮舫行政刷新担当大臣ら国会議員約 20人が参加いたしました。 

その研修会の中で、野田財務大臣は「経済成長と財政再建の両立を図る

のが菅直人内閣の使命であり、難しい命題に取り組むためにも菅首相の続

投を望む」と挨拶しました。 

私自身も、１年間に首相が 3 回も変わるのは望ましいものではなく、4

月～6 月期の国内総生産（ＧＤＰ）の伸びの鈍化や円高など不安要素が増

している現在の経済状況ではアメリカやアジアとの連携をより一層強めて

いかなくてはならない現在、政権の安定を最優先させることがわが国の利

益にかなうものと考え、菅首相を支持したいと思います。 

また、今回の民主党代表選挙は 2002年の代表選挙以来、民主党の党員・

サポーターの皆様にも投票をしてもらえる選挙となります。 

多くの国民の方にも選挙に参加してもらい、この代表選挙を終え、真の

国民政党となるべく、党員サポーターを越え広く国民の皆さんに政策情報

共有を図ります。 

2011 年度予算概算要求の基本方針を発表（8月 26 日） 

私から、26 日に 2011 年度の予外務省算概算要求の基本方針を発表しま

した。「特別枠」（646億円）を含め、総額は 10年度当初予算比１％減とな

る 6487億円となりました。外務省としては、国際的にみても外交官の数が

十分ではなく、在外公館体制も他の主要国に比べていまだ脆弱な体制であ

ること、またＯＤＡについても国際社会で責任ある立場を担うためにも、

予算・人員を増やしたい強い気持ちをもっていることは確かです。しかし

ムダ遣い根絶を徹底するためには、まず外務省が自らを律し、効果の薄い

案件を大胆に削減し、優先度の高い案件に組み替えていく作業が必要不可

欠であり、その点を今回の概算要求作成において最も重視いたしました。

その上で官民連携のインフラ海外展開など新成長戦略の取組みにはしっか

りと予算を計上し、日本経済の成長を後押しするために活用します。 
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神崎 功（市議・緑区） 

昭和３０年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団団長 

民主党埼玉県連 副代表 

市民生活委員会 

在外公館タスクフォース中間報告発表（8月 26 日） 

同じく私から、8月 26日に今後の在外公館体制についての中間報告を発
表しました。 
その趣旨は、わが国の外交プレゼンス拡充と拠点性強化の必要性、並び

に新興国の台頭とそれに伴う戦略環境の変化への対応にあります。主な方

針として、①大使館・代表部の新設②総領事館・出張駐在官事務所の新設

③人員体制の見直し④経費の縮減⑤在外公館の拠点性の強化が挙げられま

す。 
特に、（ア）欧州等から新興国（ブラジル、インド等）への 100名の外交官
の配置がえ、（イ）インフラ・パッケージ専門官を在外公館で指名し、新幹

線や原子力発電所の売り込みを一元化、（ウ）JETRO（日本貿易振興機構）、
JICO（国際協力機構）、JF（国際交流基金）等の日本の出先機関との統合
を視野に連携をする、（エ）一戸建ての立派な公邸から集合住宅へ移ること

で予算の縮減を図る、等です。 
 

民主党埼玉県第１区選出地方議員・公認決定者の紹介 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
松岡 耕一（緑区） 

埼玉県議会議員公認決定者 

昭和 51年生まれ 

民主党埼玉県第１区総支部幹事 

三神 尊志（市議・見沼区） 

昭和５５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

市民生活委員会 

原田 健太（市議・浦和区） 

昭和４２年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

まちづくり委員会 

高野 秀樹（市議・岩槻区） 

昭和３５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

文教委員会 委員長 

予算委員会 

浅野目 義英（県議・浦和区） 
昭和３３年生まれ   

民主党・無所属の会 

警察危機管理委員会 

公社事業対策特別委員会 

武田 和浩（見沼区） 

さいたま市議会議員公認決定者 

昭和 36年生まれ 

民主党埼玉県第１区総支部幹事 


